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新型コロナウイルスの影響で制約が多い生活を強いられていますが、皆さまはどのようにお過ご

しでしょうか？ 

緊急事態宣言は解除されましたがコロナ禍は終わっていません。国民の半数以上が感染するかワ

クチンが開発されて、集団免疫を獲得するまでは感染は終息しないと言われています。 

緑園連合自治会は、感染拡大防止のために年末までの夏祭り、敬老祝賀会、運動会、防犯総決起

大会などの行事の中止を決めました。 

更に、今後数年間は「新しい生活様式」を実践し感染リスクを軽減する必要があると思います。

企業では在宅勤務の推進など働き方の見直しが進んでいると聞きます。 

そのような中で、自治会活動を、特に、多くの人が集まる行事などをどのように進めれば良いか、

答えは見つかっておりません。 

ぜひ皆さまより提案して頂くようにお願い申し上げます。 

 

 

 

 本年度の総会は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、集会方式を避け書面での議決と

しました。各自治会から選出された代議員８４人に議案書を送り、令和 2 年５月１４日までに書面

表決書をご提出いただきました。投票率１００％で、結果はすべての議案について賛成多数により

可決・承認されました。 

 

〈総会議案〉 

第１号議案：令和元年度 事業報告 

第２号議案：令和元年度 収支決算書及び監査報告 

第３号議案：令和２年度 事業計画（案） 

第４号議案 令和２年度 予算（案） 

 

 〈新型コロナウイルス対策のために多くの事業が中止へ〉 

  ６月 27 日（土）に連合役員会が開催され、今年度は新型コロナウイルス感染防止対策のため

に大変残念ですが、やむを得ず次のとおり多くの行事を中止することになりました。 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

◆◆ 会長のあいさつ ◆◆ 
緑園連合自治会会長 

 成田 俊人 

 

緑園連合 News 

 

◆◆ 令和２年度 緑園連合自治会総会が開催されました◆◆ 
 



 

                                                                                           

会場の様子 

永年在職者への表彰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２７日（土）連合役員会に先立ち、緑園連合自治会町内会役員等の永年在職者表彰が行われ

ました。例年、５月の総会の会場で授賞されていますが、今年度は、急遽役員会の会場にて行われ

ました。会場には、泉区区長深川敦子氏の他、地域振興課課長小澤義則氏をはじめ担当職員も来場。 

深川泉区長より功労者を代表して伊藤正男氏に表彰状が渡されました。 

  

 

☆ 受 賞 者 ☆ （敬称略） 

 伊 藤 正 男（緑園連合自治会） 

 競   健 一（緑園一丁目自治会） 

 小 林  誠 七（緑園二丁目自治会） 

 野 﨑 朝 博（緑園二丁目自治会） 

 鷲 田 修 自（緑園二丁目自治会） 

 岡 沼 幹 夫（緑園四丁目西自治会） 

 田 口   明（緑園四丁目西自治会）   

以上 ７人 

 

 

 

  

◆◆ 連合自治会総会詳細 ◆◆ 

◆◆緑園連合自治会町内会役員等の永年在職者表彰 ◆◆ 
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深川区長ごあいさつ 



 

                                                                                           

 

緑園地区活性化委員会「緑の園の継承」部会（横川満部会長）の活動について近況報告をさせて

いただきます。同部会は「クリーン＆グリーン・アクション」チームとして２０１０年（平成 22

年）にスタートし、今年度で１０周年を迎えています。 

最も大きな活動は、一丁目フェリス女学院大学前の信号から二丁目バス通り～三丁目のメイン 

道路、及び駅に下るバス道路の植栽帯：サツキの手入れが中心です。 

＜各丁目の活動状況＞ 

今年は、新型コロナウイルス感染防止対策の観点から、各丁目とも慎重な形での対応がとられ

ているようです。 

＜今年のサツキの開花状況＞ 

 ５月末に満開の時期を迎え、各丁目沿いともに見事な花を咲かせていました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

    

  

緊急事態宣言も解けた６月初旬に、自治会役員の有志で１丁目の稲荷谷公園の整備を行いました。 

アジサイが咲き始めた初夏に良い汗をかきました。また、自治会館の内装工事を前に、９月から

新しくなる自治会館を楽しみに、１丁目自治会の所有物の整理を行いました。（小松貴聡会長より

投稿いただきました） 

稲荷谷公園のアジサイは、自治会や地域の皆さんのご努力が実って緑園の名所になってきていま

す。長谷川が取材に訪れたとき、実に偶然小松会長がこられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  新型コロナウイルス感染防止対策として、三密を避けるため、蚊の駆除の 

み、４月度より月１回の頻度で実施しました。６月度より、蚊の駆除と公園 

清掃を、月１回の頻度で行うようにしました。 

自治会役員や班長の皆さんがマスク姿で作業に取り組んでいました。 

（６月２１日（日）、貝沼貞夫会長より長谷川が取材） 

 

 

５月２２日、環境衛生部は通学路の垣根の剪定・清掃を行い安全確保に取り組みました。 

今年は新型コロナウイルス感染防止策の緊急事態宣言に伴い各種自治会活動が休止の状況にあ

ります。5 丁目自治会では公園清掃・地域一斉清掃・蚊 

対策活動の中止をチラシにてお知らせしています。 

（５月に浦野昇広報担当より投稿いただきました。）。 

 

 

◆◆１０年目を迎えた緑園地区活性化委員会「緑の園の継承」部会活動◆◆ 

◆◆ 各自治会の行事報告 ◆◆ 

緑園五丁目 

 通学路の清掃 

二丁目バス停付近 三丁目付近 
一丁目付近 

緑園二丁目 

公園清掃を前に説明 

緑園一丁目 

稲荷谷公園にて、アジサイと小松会長 公園を整備する役員たち 所有物を整理する役員たち 



 

                                                                                           

  

 

    

緑園西小学校食農教育活動応援事業（緑園西小学校総合学習支援事業）は、発足以来今年度で１８年

目を迎えております。この活動をスタートしたいきさつや活動の内容、近況について紹介いたします。 

＜チーム発足・活動開始のいきさつ＞ 

平成１５年（２００３年）、緑園二丁目自治会（当時会長：前田照明氏）と西小学校（当時長谷川勝

己校長）の間で、二丁目松本紀靖氏（当時二丁目自治会副会長）より畑をお借りして、総合学習の一

環で、子ども達に野菜栽培の体験学習を企画する話が持ち上がりました。二丁目自治会としても、高

齢化社会を迎える中で、住民の生きがいの実現や健康保持・増進を進めることが求められており、協

力する機運が芽生えました。そこで、１０名程度のメンバーに声をかけ、リーダー松本氏の下、後の

緑園西小学校農業体験支援チームが活動をスタートしました。 

 

＜活動の内容について＞ 

栽培する野菜の種類、時期、学年、及び学習内容は次の通りです。  

 

 

 

 

 

 

チームメンバーの役割は、播種や植付けの準備、一連の作業での技術指導が中心です。 

２年生のだいこんを使った料理の試食会には毎年招かれて、子どもたちと一緒にいただきます。 

＜活動資金面での協力体制＞ 

 現在、JA 横浜による地域の食農教育活動応援事業の助成をいただいてい 

ます。また、発足以来、二丁目自治会にも資金の助成をいただいています。 

＜活動記録・写真集の編纂＞ 

発足以来、松本氏により、「大根日記」及び「じゃがいもの記」 

として編集され、学校に寄贈されてきました。 

 

＜新型コロナウイルス禍におけるじゃがいも学習＞ 

今年のじゃがいも学習（５→６年生）は、新型コロナウイルス 

対策のための休校等の影響を受けました。３月９日の植え付けや 

その後の手入れは、地域のメンバーや担任の先生が行い、子ども 

たちは６月２４日の収穫がはじめての参加となりました。マスク 

を装着しての学習でしたが皆真剣に取り組んでいました。 

 

＜当学習を受けた卒業生が先生として赴任されて来ました＞ 

この４月、緑園西小学校（立田順一校長）に、同校を２００８年度 

に卒業された赤石恵之輔先生（３年２組担任）が赴任されてきました。 

「寒い冬の日に、自分たちが育てた大根を使って皆で調理した豚汁が 

とてもおいしかったことをはっきり覚えている」と話してくれました。 

（６月３０日（火）、長谷川が同校にて関係者に取材させていただきま 

した。） 

 

 

 

 

 

学 年 種 類 時   期  

２年生 だいこん 播種９月 

収穫 12 月 

間引き 

だいこんを使った調理実習 

成長観察 

５→６年生 じゃがいも 
植付け３月 

収穫６月 

間引き  成長観察 

――― 緑園活性化最前線 ――― 
 

◆◆ １８年目を迎えた緑園西小学校食農教育活動応援事業 ◆◆ 

編 集 後 記 

現代社会が体験したことのないコロナ禍。一人ひとりが生活スタイルも変
えていくことが求められています。自治会の活動も状況に合わせて知恵と工
夫を出し合いながら進めていくことになります。これまで以上に地域の皆さ
んが協力しあってこのコロナ禍を乗り越えていきましょう。 

【編集委員】貝沼貞夫、長谷川幹夫、田谷善宏、飯塚智明、鈴木英範、森田伸一 

 記録・写真集 

手入れする 
宮野愛先生 

子どもたちによ
る収穫 

 立田校長  赤石先生 

松本氏 
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